




〔川崎病の血栓形成の成因に関する研究〕 

 筆者らは以前より川崎病の血小板が機能亢進状態にあることを示し,この疾患の血栓形

成傾向の成因には血小板増多ならびに個々の血小板の機能が,亢進していることがあげら

れることを主張して来た。今回は川崎病のβ thrombo-globulin(βTG)ならびに血小板第 4

因子(PF 4)について検討をおこないその成績を示した。 

 川崎病 34例について検討をおこない、多くの例で発病 2～3週目よりβTG ならびに PF 4

の上昇が目立っていた。そしてこれらの高値が長期間続く例が少なくなく,この成績は筆者

らがすでに報告した2×10-6MADP による血小板凝集の亢進を示す期間とほぼ一致していた。 

 今回のβTG ならびに PF 4 の成績で川崎病では血小板が活性血小板の状態にあり,しかも

この状態が長期間存続していることは,川崎病に抗血小板剤を投与する意義と,しかもこの

投与期間が少なくとも 3ヵ月またはそれ以上の期間必要であることを意味しているものと

いえる。 


